
英語論文セミナー
研究者スキルアップセミナー

読みやすい英語（論文）の書き方

1.1 読みやすい英語論文を書く
論文用英語の組み立て、日本人英文の脱却ポイント

1.2 効率のよい論文執筆の進め方
英語論文執筆の基本的な注意
よい英語論文の書き方

1.3 英語論文の構成（IMRAD方式）

12
10

15:00-16:30

金

英語論文の構成項目と各項目の書き方

2.1 英語論文の構成項目と書き方
表題、著者と所属、抄録、略語の使用方法、序論、本論、
結果、考察、結論、謝辞、引用文献、図と表

12
17

15:00-16:30

金

論文執筆で注意すべき文法事項、論文投稿

3.1 日本人に多い間違いを直す
3.2 不定詞と動名詞の使い方
3.3 論文投稿と査読者対策

12
24

15:00-16:30

金

202１年12月10日以降の金曜日開催（全３回）

小野 義正 氏 （理化学研究所 創発物性科学研究センター）

(株)日立製作所研究開発本部にて研究戦略統括センター担当部長に就き、国家プロジェクト
の推進やナノテクノロジー、科学・技術英語を担当する。その後も東京大学大学院工学系研
究科工学教育推進機構や理化学研究所にて様々なプロジェクトを担当。専門分野の一つに科
学・技術英語(Scientific English)：英語論文・英語口頭発表の講義・演習指導があり、関
連する著書を数多く出版。

講 師

対象：本学研究者 ＊要事前登録

申 込

https://bit.ly/3bgNBTg

上記ＵＲＬよりお申し込み下さい。受付締切は、12月3日正午（初回開催日1週間前の正午）です。
登録者にミーティングＩＤ等を追ってお知らせします。
＊各日80名限定
＊参加登録者に限り、セミナー終了後1週間YouTubeで録画を視聴できます。

担 当

研究・産学連携部 研究推進課 URA推進室

担当：福田 ・ 上田 （330７ ・ ３３０３）

research-coordinator@jimu.kumamoto-u.ac.jp F 熊本大学 ＵＲＡ

よい科学論文を書くことは、上手な英語を書くことから始まるのではなく、論文
が持つべき論理と必要とする構成を理解することから始まります。本セミナーでは
「英語論文執筆の必要があるものの、書き方がわからない」「英語で論文を書いた
ものの、本当に正しい書き方なのか不安がある」といった若手研究者の悩みに対し、
小野 義正 氏（理化学研究所）を講師に迎えて、日本人研究者の目線で論文作成の
書き方のテクニックやポイントについてわかり易く解説いただきます。

Ｚｏｏｍ 日本語

応用編

Day

Day

Day



英語論文セミナー
研究者スキルアップセミナー

英語らしい英語の書き方

1.1 英語ネイティブに見てもらえ（査読報告書）
1.2 論文英語のスタイル
1.3 英語表現のルール

1
7

15:00-16:30

金

日本人英文を脱するために

2.1 日本語的英文→英語的英文へ
2.2 英語論文の書き方と修正例
2.3 英語論文で避けるべき用例

1
14

15:00-16:30

金

日本人英文の間違いと論文の改訂・推敲

3.1 日本人英文の間違いを正す
3.2 英語論文の改訂のチェックポイント
3.3 英語論文推敲の仕方

1
21

15:00-16:30

金

202２年1月7日以降の金曜日開催（全３回）

小野 義正 氏 （理化学研究所 創発物性科学研究センター）

(株)日立製作所研究開発本部にて研究戦略統括センター担当部長に就き、国家プロジェクト
の推進やナノテクノロジー、科学・技術英語を担当する。その後も東京大学大学院工学系研
究科工学教育推進機構や理化学研究所にて様々なプロジェクトを担当。専門分野の一つに科
学・技術英語(Scientific English)：英語論文・英語口頭発表の講義・演習指導があり、関
連する著書を数多く出版。

講 師

対象：本学研究者 ＊要事前登録

申 込

https://bit.ly/3pFHMY9

上記ＵＲＬよりお申し込み下さい。受付締切は、12月２４日正午（初回開催日２週間前の正午）です。
登録者にミーティングＩＤ等を追ってお知らせします。
＊各日80名限定
＊参加登録者に限り、セミナー終了後1週間YouTubeで録画を視聴できます。

担 当

研究・産学連携部 研究推進課 URA推進室

担当：福田 ・ 上田 （330７ ・ ３３０３）

research-coordinator@jimu.kumamoto-u.ac.jp F 熊本大学 ＵＲＡ

よい科学論文を書くことは、上手な英語を書くことから始まるのではなく、論文
が持つべき論理と必要とする構成を理解することから始まります。本セミナーでは
「英語論文執筆の必要があるものの、書き方がわからない」「英語で論文を書いた
ものの、本当に正しい書き方なのか不安がある」といった若手研究者の悩みに対し、
小野 義正 氏（理化学研究所）を講師に迎えて、日本人研究者の目線で論文作成の
書き方のテクニックやポイントについてわかり易く解説いただきます。

Ｚｏｏｍ 日本語

実践編

Day

Day

Day


